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関節の痛みや腫れは，関節リウマチに代表される炎症性関節疾患に限らず、数多く
の自己免疫性疾患や、感染性腸炎といった他臓器の感染症にも随伴する代表的な症
状である．しかし，なぜ関節がこれら多様な全身性疾患に影響を受けやすいのか、
関節のどの部位からどのようにして炎症が始まるのか、侵害受容器と免疫細胞にど
のような連関が存在するのか明らかでない．本講演では、関節を三次元的に撮影す
ることで得られた神経免疫連関のメカニズムについて紹介すると共に、日英におけ
る研究環境の相違について私自身の経験を皆さんと共有したい.
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イメージングが解き明かす関節の不思議
3D imaging of the synovium defines an immunological defence system 

at the blood-joint barrier
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